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Concent ra t i ons (M) 
C o. 7 5 CRng/2 
Maximal numbers 












1. 7 x l 
3. 9 x 1 
7. O X' 1 
2. 8 x 1 
6. 9 x l 
l. 3 x 1 
3. 2 x 1 









4.8 x I 0~3 
5. O x I 0~3 
5. 6 x I 0~3 
8. O x I 0~3 
>8.0 X I 0~1 
> 1. O 
> 1. O 
> 1. O 
Z 9. 4 
Z 6. 6 
2 l.6 
l 4. 6 
Table Z Responses of 
Concen-
Sugar s t r at i on 
(M ) 
Sucrose I 0~2 
l 0~l 
Mal tose I 0~2 
1 0~1 
Fructose I O~2 
1 O~i 
Glucose I 0~2 
1 0~1 
~~, 2 
Mutant, Parent F1 and BF Hybrld 
Nuxnber 0~ Zmpulses / O. 2 sec 
Parent Mutant Fl hybr i d 
1 3.2 * 1 5. 7 1 5. 5 
2 4. 6 2 5. 6 Z 6. O 
l 9.9 1 7. 8 ~ 1 9. 7 
2 5. 2 Z 4. 5 2 5. O 
6. 7 6. 1 6. 6 
1 5. 7 1 5. O 1 4. 9 
3. 4 ** 1 O. 6 9. 6 
1 4. 5 ** l 9. 6 1 9. 4 
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Flies to Sug~rs 
BFI hybr ~ d 
1 4. 7 
2 5. 9 
1 9. 7 
2 5. 4 
6. 7 
1 5. 9 
6. 4 + 
1 7.5+ 
 論文審査の結果の要蠧
毒
 シ・ウジ・ウバエは遺伝学の硯究材料として詳細に研究され,多くの遺伝子の染色体上の位置が
 確認され,また比較的容易に突然変異体を人為的に作ることができ,視覚や嗅覚に関する突然変異
 体はすでに知られている。ハエ類の口器の唇弁の周囲にある化学感覚毛は味覚受容器として知られ,
 その構造が単純なことから感覚生理学の実験によく用いられている。しかし・ショウジョウバエは
 小型であるので感覚毛も小さく,大きなものでも長さ40μ撫,太さ2μ搬位であるので,まだ感
 覚生理学の実験には篤いられていなかった。
 磯野は人為的に味覚に関する突然変異体を作り,それの感覚生理学的研究を行なうことによって
 味覚受容機作を知ることを目的として,この研究を行なった。譲ず,正常なシ曾ウジョウバエの感
 覚毛から電気生理学的手法によって糖受容時におけるインパルスを記録することに成功し,実験に
 購いた特定の3本の感覚毛はs廿cros亀ma}tose,glucose,重ractoseには感じるが,
 iactose,搬annose,g&iactose,xylose}こ壱ま感じなレ、ことを見出した。
 一方,突然変異体を多数作製し,それらのうちから味覚に関する突然変異体を感覚毛の電気生理
 学的手法によって検出することは不可能に近いので,種々の糖を選択するハエの行動を定量的に知
 る方法を考案した。この方法によっても,前記の騒crose他3種の糖と,lactose他3種の糖
 との間に行動の差がはっきりみられ,糖の受容に少なくとも2つの違った様式があることが知れた。
 突然変異体の作製は餌とともにe徳ylme捻anes貸1鉛nateを与えることにより行ない,約
 400系統の変異体を得,さらに遺伝学的操作によって97系統の突然変異体を固定することがで
 きた。これらの系統を前述の行動実験にかけ15系統の味覚突然変異体を見出した。これらのうち,
 郎ucoseに対する反応値の低下したものが一番多かったが,とくにその反応値低下の著しい系統
 を耀い感覚毛の電気鑑理学的実験を行なったところ,g麺coseで刺激したときのインパルス数が・
 正常種と比較して閉らかに低下していることが認められた・このことは,この突然変異が受容器細
 胞の物質と結合する膜に起っていることを意味する。この突然変異体を遺伝学的手法により調べた
 ところ,雄雌に差のないことから突然変異した遺伝子は常染色体にあること,正常種との交雑実験で
 正常となることから劣{生還1伝子であることがわかり,さらに戻し交雑により中間値が鐵たことから
 i遺伝子支配の可能性もあるが,確定はできなかった。以上のようにこの研究は感覚の機作を研究
 する全く新しいアプローチの方法を確立したものであり,重要な貢献である。
 よって磯野邦夫提織の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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